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橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラムの開発 
その３．専門特修講座【建設ＩＣＴ】 
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１．はじめに  

 『KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育

成システム』（KOSEN-REIM）では，橋梁メンテナン

スに関するリカレント教育プログラムとして，“橋梁

メンテナンス技術者育成のためのステップアップ型

教育プログラム（図-1）”体系の構築に取り組んでい

る．今回，橋梁点検に関する基礎的な知識を身に付け

た技術者が，より高度な知識・技能を必要とする橋梁

診断技術者を目指すために専門的な知識を学ぶ，専

門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発を行った．本報では

講座の開発，実証講座の実施および外部評価を含む

検証について報告する． 

 

 

 

 

 

 

図-1 ステップアップ型教育プログラム概念図 

 

２．カリキュラムの開発  

本講座は，橋梁診断技術者が備えるべき建設ＩＣ

Ｔに関する基礎知識，および橋梁メンテナンス実務

で ICT を活用するために必要な知識と技能の修得を

目的に開発した． 

講座の形式は，開発済の 3 つの専門特修講座と同

様に「3 週間程度の e ラーニング＋2 日間の講習会」

とした．e ラーニングおよび講習会カリキュラムは図

-2 に示すとおりである．座学および AI 演習に対応

した e ラーニング講座があり，受講者は e ラーニン

グで事前学修を行ったあと，体験型学修を中心とす

る講習会に臨む． 

 

 
図-2 講習会カリキュラム 

 

３．修得を目指す知識（到達目標） 

本講座では，橋梁診断技術者が備えるべき建設Ｉ

ＣＴに関する基礎知識，および橋梁メンテナンス実

務で ICT を活用するために必要な知識と技能として，

以下の修得を目指す． 

 建設ＩＣＴ（AI，loT，ICT 等）に関する基礎

知識 

 橋梁メンテナンス分野における新技術に関す

る知識および技能 

 データ活用型インフラメンテナンス【インフ

ラメンテナンス 2.0】に対応するために必要な

知識および技能 

 

４．参加型・体験型学修 

本講座の参加型・体験型学修は，橋梁メンテナンス

分野における新技術を体験することを目的に，「実用

化新技術実習」と「AI 演習」を取り入れた．実用化

新技術実習は，橋梁の近接点検を支援・代替する新技

術を中心に，開発者や実務家の全面的な協力を得る
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ことで，体験した受講者が実務に活かしやすい学修

効果の高い実習となった．具体的には，「タブレット

点検システム」，「ひびわれの画像診断」，「点検支援ロ

ボット」などを体験する． 

AI 演習は，「土木・建築系の技術者が AI プログラ

ムの概要と基礎を理解するための教材」1)を用いて実

施する．受講者は，e ラーニング学修で，データセッ

トを含むファイルのアップロード，環境設定，プログ

ラミングと解説をとおして，AI プログラムを構築す

る．講習会では，講師の指導のもと，受講者が構築し

た AI プログラムを実行させ，橋梁形式を判別させる

ことや，教師データと検証データに対する正答率の

推移の理解，ハイパーパラメータの調整方法につい

て学修する． 

５．カリキュラムの実証・検証  

カリキュラムの実証および検証として，全 2 回の

実証講座を開催した（表-1，写真-1）. 

表-1 実証講座開催概要 

第 1 回実証講座 

e ラ ー ニ ング 2021 年 9 月 3 日～24 日 

講習会 2021 年 9 月 25 日～26 日＠舞鶴市内会場 

受講者 10 名（行政職員 4 名，民間技術者 6 名） 

検証会 2021 年 10 月 15 日＠オンライン 

第 2 回実証講座 

e ラ ー ニ ング 2021 年 11 月 19 日～12 月 10 日 

講習会 2021 年 12 月 11 日～12 日＠舞鶴高専 

受講者 8 名（行政職員 4 名，民間技術者 4 名） 

検証会 2022 年 1 月 14 日＠オンライン 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-1 講習会実施状況 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

図-3 アンケート調査の例 

講座の検証は，①受講者のアンケート（図-3）および

試験成績，②開発者自身による評価，③受講者と同じ

内容を聴講した開発者以外の教員による評価，④技

術者による外部評価，により多角的に行った．受講者

へのアンケートでは，講習会の内容は「難しい～ちょ

うど良い」，講習会のボリュームは「ちょうど良い～

やや少ない」に分布した．実用化新技術実習は，理解

度，満足度ともに高く，中でもタブレット点検システ

ムの評価が高い結果であった． 
開発者・教員による検証，外部評価（社会基盤メン

テナンス技術レベル検討委員会）では，若手技術者が

建設ＩＣＴを学ぶことは重要であり，ICT 技術の発

展にともなうコンテンツの更新を継続する必要があ

るとの意見があった． 

６．今後の課題と対応 

検証，外部評価による指摘事項の対応の他，受講者

ニーズを反映することでより魅力的な講座としてい

く．また，KOSEN-REIM における連携 4 高専（福島，

長岡，福井，香川）の地域のニーズを反映した専門特

修講座として，講座の改良に取り組む． 
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